
シマリスの巣の構造 とその利用
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シマ リス(.E磁 加 α5属 とTα 伽 α5属)は 地 表 や

樹 上 で 食物 を探 し、 巣 を地 下 か樹 洞 につ く る。 生

活 空 間 の利 用 で は、樹 上 の リス(Sd群 粥 属 な ど)

と 、地 表 の ジ リ ス(Sρeγmoρ 屈 鰐 属 な ど)と の 中

間 に あ た る。 生 態 ・行 動 の比 較 か らリス類 の進 化 ・

適 応 を考 え る上 で 、休 息 空 間 と して の 巣 の 形 態 と

そ の利 用 を研 究 す る こ と は重 要 で あ る。

数 種 類 の シマ リ スで 巣 の構i造 が報 告 され て い る

(Panuska&Wade,1956;Broadbooks,1958,

1974;Thomas,1974;Elliott,1978).シ ベリア ・

朝 鮮 ・日本 に住 む シマ リスE.5め 屠c螂 で は 、

Snigirevskaya(1962)、Telegin(1980)、 永 田(19

55)ら が巣 の構造 を報 告 して きた。 シマ リス は冬

眠 す るの で 、巣 の構造 が他 の げ っ歯 類 よ り研 究 者

の 興 味 をひ い て き たの で あ ろ う。 し か し、 冬 眠 巣

がつ く られ る過 程 や 、 そ の 利 用 に つ い て は ほ とん

ど研 究 され て い な い。

筆 者 の1人 は 、1973年8月 か ら1979年7月 の6

年 問 、北 海 道 斜 里 郡 の海 岸 林 で エ ゾ シマ リ スE.

5翫 γ∫c郡 伽eα 伽 の生 態 ・行 動 の 調 査 を行 な っ

た。研 究 結 果 は 、一 般 行 動 と年 周期(川 道 、1978)、

個 体 識 別 法(Kawamichi&Kawamichi,1978)、

食性 と食物 貯 蔵 行 動 の 季 節 変 化(Kawamichi,19

80)、子 育 て と子 供 の 独 立 過 程(川 道 ・川道 、1980)、

シマ リス を とりま く生 物 環 境 と食 性 の 関 係(川 道 、

1981)、 写 真 を主 と した シマ リ スの 生 活(川 道 ・川

道 、1983)を 報 告 して きた。

本 報 で は 、 エ ゾ シマ リス の巣 の 構 造 、 特 に地 下

巣 の 構 造 と その 季 節 変 化 を中 心 に の べ 、 さ らに巣

の 役 割 に つ い て 論 議 す る。

調 査 方 法 と調 査 地

6年 間 の 継 続 調 査 期 間 中 に巣 穴 の発 見 に努 め 、

その 巣 を使 用 す る個 体 をで きる限 りつ き と め た 。

地 下 巣 は23個 発 掘 した 。 内 訳 は 、1979年7月7個 、

1980年10・11月13個 、1982年12月3個 で あ る。 掘

る際 に 、巣 穴 の 詳 しい位 置 を測 量 し、 平 板 上 の 図

面 に縮 尺%の 平 面 図 と して巣 の構造 を記 録 した 。

14巣 は シマ リ スの 出 入 り を確 認 し た後 に発 掘 さ

れ た が 、 その う ち3巣 は巣 室 まで 掘 り下 げ られ な

か っ た 。 残 り9巣 は地 表 に新 し く盛 り上 が った 土

を目 印 に発 掘 され た(秋 の土 盛 り は シ マ リ スの 出

入 り口 に で き る)。この う ち2個 は シマ リ スの 巣 か

ど う か確 認 で きな か っ た。 巣 室 ま で掘 り出 せ た の

は 合 計18巣 で あ っ た。

調査 地 は北 緯43055'、 東 径144040'の 地 点 に あ

り、 海 岸 近 くの 砂 性 土 壌 に発 達 した ミズ ナ ラ ・エ

ゾ イ タヤ を主 と した落 葉広 葉 樹 林 で あ る。 植 生 に

つ い て は 、 川 道(1981)に 詳 しい。

気 象 記 録 は 斜 里 町 以 久科 気 象観 測 所(調 査 地 の

南 東6km)よ り得 られ た 。1973～1979年 の 最 高

気 温 は32.5～35.0℃(7月 中 旬 ～8月 中 旬)、最 低

記 温 は 一22.8～ 一33.2℃(1月 中 旬 ～3月 上 旬)

で あ っ た 。 通 常 、 初雪 は10月 下 旬 にみ られ 、12月

中 旬 ～ 翌 年4月 中 旬 まで 根 雪 に お お わ れ る。

結 果

1〕 地下巣の構造

巣室まで発掘 された地下巣は、18個 であった。

各巣の平面図と側面図 を図1に 、測定値 を表1に

示す(図 表の巣番号は一致する)。シマリスの一年
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表1.地 下 巣 の 測 定 値(cm)

主 トン ネ ル長 は 、地 表 の 出 入 り 口 か ら巣 室 入 口 ま で を測 定(袋 小 路 は含 ま れ ない)。副 トン ネ ル は 、

複 数 あ る場 合 は最 長 の トン ネ ル を測 定 。 巣 室 の 高 さの()内 は ゴ ミ層 の厚 さ。

No
発 掘

年 月 日
性別 年令

出入
り口

直径

主 トンネル

長 さ 幅

巣 室

入口幅 奥ゆき 横 幅 高 さ

巣室の深さ

天井 底

巣全体

の

最深点

副 トンネル

長 さ 幅

新旧出

入 り口

距 離

1
'80

.10.14 オス 1十 4.5 134 5～6 5.5 27 21 17 47 64 64 一 一 一

2
'80

.10.17 メス 1十 4 197 7～8 10 27 22 17(5) 60 77 77 一 一 一

3
'80

.10.19 メス 1十 6 209 7～8 8 26 21 23(8) 49 72 72 一 一 一

4
'80

。10.13 オス 2 『 一
9～10 10 26 24 22(5) 85 107 107 一 一 一

5
'80

.10.!6 ? ? 一 一 6.5 11 24.5 20 17(3) 60 77 77 一 一 一

6
'80

.10.18 オス 2 5 一 8～10 8 30 23 15 53 68 68 一 一 一

7
'82

。12.7 オス ? 5 157 6 8 22 20 16 63 79 80 一 一 一

8
'80

.10.20 メス 1十 5 一 一 9.5 22 20 21(3) 47 68 84 171.5 7～8 一

9
'80

.11.2 オス 1十 『 {
}

』12
×11 28 20 19 77 96 100 146 5～11

一

10
'80

.11.3 メス 1十 『 一 一 6.5 28 18 23(9) 60 83 98 85 10 一

11
'80

.11.3 オス 1十 一 一 一 7 19 23 27(7) 38 65 101 127 8～13
一

12
'82

.12.12 オス ? 一 一 一 9 22 18 20(3) 62 82 144 165 7 一

13
'79

.7.28 オス 1 5.5 152.5 5～7 10 26 25 17(?) 47 64 66.5 一 6 92

14
'79

.7.25 オス 1 4×5 196
4.5～

7.5
7 25 21 23(?) 66 89 93 一 8.5 354

15
'79

.7.30 メス 1 5 298 4.8～7 7 29.8 23 18 54 72 72 一 8 341

16
'79

.7.22 メス 1 6 175 6 6 24 19 20 43.6 63.6 72.4 一 『 240

17
'79

.7.20 メス 2 5 161 6.5 10 25 20 25 42 67 67 一 一 340

18
'79

.7.30 メス 5 5 91 5 5.5 20 17 17 24 41 41 一 一 一

No1～17の 平 均 値 5.1 186.6 一 8.5 25.4 21.1 20.0 56.1 76.1 一 138.9 一 273.4

には地上活動期間と冬眠期間があり、さらに地表

に開いている出入り口の状態 から、冬眠期間をは

さんで冬眠準備 ・冬眠1期 ・冬眠H期 ・冬眠終 了

の4段 階に区分で きた。

地表の出入 り口は、冬眠準備の期問中には開口

しており、 シマリスの活動が観察 される。冬眠1

期 に出入 り口が内部 から土でふ さがれる。冬眠H

期 には、出入 り口から地表に土が排出される。冬

眠終 了後に、近 くの地点 に新しい出入 り口が開 き、

地上活動 が再開 される。これら4段 階の模式図を

図2に 示す。

地下巣は トンネルと巣室(居 室 ・食物貯蔵庫)

から成 り立つが、その構造は冬眠前後の4段 階に

対応 して変化 した。この4段 階 を通過す る期間は、

シマリスの性 ・年令で異なっていた(表2)。 各段

階で発掘 された巣の数と巣番号 を表2に 示す。冬

眠は1個 体だけで行ない、すべて地下巣 を使用 し

た。
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図1.地 下巣の平面図(P)と 側面図(L)

平面図の巣室上に引かれた線は1mで 、この線で切断 される側面図が示されている。矢印は出入

り口。*印 は排泄場所。点で示 される部分は枯葉。黒 くぬ られた トンネルは土がっまっている・
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図2.地 下 巣 の 季 節 変 化 の模 式 図(川 道 ・川 道 、(1983)よ り引 用)

〔トン ネ ルの 構 造 〕

冬 眠 前 後 の4段 階 に対 応 した、 出入 り口 と トン

ネ ル の構 造 をの べ る。

冬 眠 準 備(巣 番 号Nα1～3):冬 眠 巣 の 決 定 か

ら こ の段 階 に入 る。 成 オ ス は7月 末 ～9月 、 成 メ

ス は8月 ～9月 、 子 供 は10月 に冬 眠 巣 を決 め る(

川 道 、1978)。 冬 眠 開 始 ま で 引 き続 き同 じ巣 を使 っ

た 。

巣 の 出入 り口 は1個 で 、直 径4.5～6cm(平 均

4.8cm、N-3)の 穴 が地 表 に 丸 く開 い て い た(図

1の 矢 印)。出 入 り口 か ら少 し進 む と、 円 形 の トン

ネ ルの 幅 は5～10cmに 拡 が っ た 。 深 さ55～70cmに

達 す る と、突 き当 りに1個 の巣 室 が あ った 。 出 入

り口 か ら巣 室 まで の 主

トンネ ル長 は134～209

cm(平 均180cm、N一 ・3)

で あ っ た。 主 トン ネ ル

の途 中 に 、短 い 袋 小 路 、

古 い ト ンネ ル跡 、 古 い

巣 室跡(Nα1、2)を

認 め た 。

この 時 期 に シマ リス

は 食物 を ほ ほ 袋 に つ め 、

巣 材 の枯 葉 を口 に く わ

えて 、 地 下 巣 へ 運 び 込

ん だ 。 出 入 り口 の 大 き

さは 、 ふ くれ た ほ ほ 袋

が や っ と入 る く らい に

み え る。 日中 に何 度 も

巣 へ運 び、 夜 間 は この

巣 で泊 っ た。 発 掘 す る と 、 食物 は す べ て巣 室 へ 運

ば れ て い た。 枯 葉 は 大部 分 が巣 室 へ運 ば れ て い た

が 、一 部 は主 トン ネ ル内 に置 か れ て い た。

巣 を発 掘 され た シマ リス(Nα2の 持 ち主)は 、

15日 後 に45m離 れ た地 点 に新 し く冬 眠 巣 を決 め 、

食 物 と枯 葉 を運 び込 ん で い た。

冬 眠1期(Nα4～7):出 入 り 口 か ら0～15cm

奥 で 、 内部 か ら土 で 栓 を した と き を冬 眠 開 始 とす

る。NQ4～6は 冬 眠 開 始 後 ま もな く発 掘 され た 。

巣 を掘 り出 した と き、 シマ リス は す べ て 目覚 め て

お り、動 作 は活 発 で あ っ た。

主 トン ネ ル は深 さ30～50cmま で土 が つ ま り、 完

全 に ふ さ が れ て い た 。 その 下 方 は巣 室 ま で開 い て

表2.年 周期 と各期間に発掘 された巣 と巣番号

地上活動期 冬 眠 期 地 上 活 動 期

冬 眠 準 備 冬 眠1 冬 眠H
冬眠終了
地上活動開始

出 産
子 育 て

発掘数 3巣 4巣 5巣 5巣 3巣

巣番 号 No.1.2.3 4.5.6.7 8.9.10.11.12 13.14.15.16.17 16.17.18

成 オ ス 7月 末 ～10月 10月 ～3月 4月 ～ 一

成 メ ス 8月 ～10月 10月 ～4月 5月 ～ 6月 ～7月

幼 オ ス 11月 ～3月 4月 ～ 一

幼 メ ス

10月 ～11月

11月 ～4月 5月 ～ 一
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い た 。 土 の栓 の 長 さは測 定 で きな か った 。 枯 葉 が

圧 縮 され て つ め られ、 主 トン ネ ル の 一部 を完 全 に

ふ さ い で い た例 が あ っ た(Nα6)。

Nα7で は 、発 掘 前 日に は 土 で つ まっ て い た 出 入

り口 が、 発 掘 日 に再 び 開 口 して い た 。 次 の 冬 眠H

期 へ 進 む準 備 と思 わ れ る。

冬 眠H期(Nα8～12):出 入 り 口 か ら地 表 へ 大

量 の 土 が排 出 され る こ とで 、 冬 眠H期 に入 る(排

出 さ れ た土 の位 置 は図1の 側 面 図 に 記 入)。土 が排

出 さ れ る の は 、 最 も早 い例 で10月25日(成 メ ス)、

11月 下 旬 に 多 くみ られ た 。12月 の例 も あ っ た。 土

が 排 出 され な か っ た巣 も ま れ に あ っ た 。

主 トンネ ル は 出 入 り口 か ら巣 室 入 口 の 近 く まで

土 が ぎっ し りつ め られ て い た 。 そ して巣 室 か ら下

へ 向 け て新 しい 副 トンネ ル が掘 られ て い た。 副 ト

ンネ ル の長 さは85～171.5cm(平 均138.9cm、N-

5)で あ っ た(複 数 の副 ト ンネ ル が あ る巣 で は 最

も長 い もの を測 定 、 表1)。NQ9だ け は 、 副 トン ネ

ル が上 へ 向 け て 掘 られ て い た。 副 トン ネ ル の最 深

部 は深 さ144cmに 達 した(Nα12)。 この と き排 出 さ

れ た土 で主 ト ンネ ル を 埋 め た の は明 ら か で あ る

(後述)。副 ト ンネ ル を掘 る主 目的 は 、 主 トン ネ ル

をふ さ ぐ土 を採取 す るた め で あ ろ う。

明 らか な排泄 場 所 は 、 冬 眠1・H期 と冬 眠 終 了

後 の巣 で み られ た。 排 泄 場 所 は 、 トンネ ル の 床 、

袋 小 路 、 副 トンネ ルの 末 端 で あ っ た(図1の*印)。

そ こで は 黒 い フ ンの推 積 が み ら れ 、湿 っ て臭 気 が

した 。 同 じ場 所 で フ ン と尿 をす る ら しい。

発 掘 さ れ た と き、巣 の 持 ち主 は 巣 室 か ら副 トン

ネ ルの 末 端 へ 逃 げ込 ん で い た 。5巣 と も巣 室 内 の

シマ リスの い た部 分 の枯 葉 は体 温 で暖 み が残 っ て

い た 。 しか し シマ リ ス は動 作 が 鈍 く、 手 で 捕 獲 で

き る程 で あ っ た 。

本 研 究 で は 、冬 眠 中 の シマ リス の行 動 ・生 理 は

調 査 で きな か っ た 。Telegin(1980)に よ る と、冬

眠期 間 中 に は時 々 目覚 め て 、貯 蔵 食物 を食 べ 、排

泄 をす る。 眠 り に入 る と、 頭 を腹 の下 に入 れ 、尾

を背 中 に ま わ して 丸 ま る。 体 温 は8～10℃ に下 が

る(活 動 期 間 中 の 体 温 は37～38℃)。 呼 吸 数 も減 少

す る とい う。

地 上 活 動 開 始(NQ13～17):前 年 秋 の 出 入 り口

か ら0～410cm(平 均188cm、N-82)離 れ て、新 し

い 出 入 り口 が1個 、地 表 に開 い た 。 こ の 開 口 で 冬

眠 の終 了 とす る。 積 雪 が あ る と きは 、 さ ら に雪 の

中 に トンネ ル が掘 られ 、 抜 け出 る。1979年3月27

日 に、 あ るオ ス は1mの 雪 を掘 り抜 い て出 た 。4

月 中 にす べ て の オ ス は地 上 に出 現 し、 メ ス は約20

日遅 れ て5月 前 半 を中 心 に出 現 した 。

新 しい出 入 り口 は直 径5～6cm(平 均5.3cm、N

-5)で あ っ た 。 開 口地 点 は 特 定 の場 所 や 傾 斜 を

選 ば ず 、 多 くは 開 け た平 担 な場 所 で あ っ た。 木 の

根 元 や朽 ち た切 株 の 中 に開 口 して い た例 が あ う た 。

出 入 り口 は きれ い な円 形 で 、 雪 で圧 しつ ぶ され た

落 葉 も 丸 く切 りと られ て い た(川 道 ・川 道 、1983

参 照)。地 表 と巣 室 を結 ぶ主 ト ンネ ル長 は152.5～

298cm(平 均196.5cm、N-5)、 トンネ ル幅 は4.5～

7.5cmで あ っ た 。

地 表 へ 向 け て の 新 しい主 ト ンネ ル が 掘 られ る際

に排 出 さ れ た 土 は 、巣 室 よ り下 へ の び る副 トン ネ

ル につ め られ て い た。 発 掘 さ れ た5巣 と も 、巣 室

よ り下 へ 向 け ら れ て い た 副 ト ンネ ル が埋 め られ て

い るの が認 め られ た(図1参 照)。

地 上 で活 動 を開 始 した後 も 、 しば ら くの 間 は 自

分 の 冬 眠 巣 を昼 の 休 憩 や 夜 の 泊 り場 と して継 続 し

て利 用 した 。Nα13の 巣 は5月17日 頃 、巣 の 持 ち主 よ

り優 位 の オ ス が 占領 した 。Nσ16、17は 継 続 使 用 さ

れ 、 出産 ・子 育 て に使 わ れ た。 大 多 数 の シマ リス

は 、 春 か ら夏 に か け て 冬 眠 巣 を放 棄 した 。

出 産 巣(NQ16～18):出 産 ・子 育 て に 用 い られ

た3巣 の うち、Nα16、17は 自 分 の 冬 眠 巣 で あ っ た

が、NQ18は 冬 眠 巣 には 使 わ れ た こ との な い巣 で あ

っ た 。NQ18の 基 本 構 造 は 、冬 眠準 備 中 や 冬 眠 終

了後 の巣 と似 て い た が、 主 トン ネ ル の長 さは 短 か

か っ た(91cm)。

〔巣 室 の構造 〕

巣 室 は1個 だ け で あ っ た 。巣 室 入 口 の 手 前10～

20cmか ら、 主 トン ネ ル は ほ ぼ 水 平 で あ った(Nα8、

9だ け は 上 向 き)。巣 室 入 口 の 幅 は主 トン ネ ル よ り

少 し広 く、5.5～12cm(平 均8.3cm、N-18)で あ

っ た 。 巣 室 の 入 口 が主 トン ネ ル に1つ 開 口 す る巣

が 大部 分 で 、 も う一 つ別 の 入 口 が副 ト ンネ ル に開

[し て い たの が2巣 あ った(Nα9、10)。 この2巣 は

冬 眠H期 の巣 で あ っ た 。

巣 室 は楕 円 体 で 、奥 ゆ き19～30cm、 幅17～25cm、

高 さ15～27cmで あ っ た(表1)。 先 端 や 横 に ポ ケ ッ

ト状 のふ くらみ を もつ巣(5巣)や 、 先 端 に古 い

ト ンネ ル跡 が み られ る巣 が あ っ た(3巣 、Nα7、
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11参 照)。何 年 も繰 り返 し使 わ れ た巣 室 で は、 底 に

ゴ ミ(食 べ か す 、枯 葉 の 細 か くな っ た もの 、砂)

が た ま り、天 井 まで の 高 さ が低 く な っ て い た。 ゴ

ミの 厚 さ を引 い た 、Nα1～12の 巣 室 の 高 さは12～

20cm(平 均16.2cm、N-12)で あ っ た 。 放 棄 後 に

発 掘 さ れ たNQ13～18の6巣 は 、新 旧 の ゴ ミの層 が

区 別 で きな か っ た 。

冬 眠 準 備 期 と冬 眠1・1期 の 巣 室 は 、 居 室 と食

物 貯 蔵庫 をか ね て い た。 冬 眠 準 備 中 の巣 室 は 、下

部 に食 物 、上 部 に枯 葉 と、 分 け て置 か れ て い た が

天 井 ま で間 隙 が あ っ た。 冬 眠1期 で は 、 底 か ら天

井 まで の 約%は ド ング リ を主 と した貯 蔵 食 物 で 占

め られ 、 そ の上 に枯 葉 の層 が 天 井 まで つ め られ て

い た 。 食 物 層 と枯 葉 層 と は 、 か な りは っ き り分 け

られ て い た。 食物 は 直 接 ゴ ミの 層 に 置 か れ て い た

(8巣)。

枯 葉 層 の 中心 部 分 に シ マ リ ス が 丸 く な っ て眠 る。

体 の 上 にの る枯 葉 は 大 きめ で 、 きれ し～に伸 ば され

て お り、3～5枚 の 層 と な っ て い た。 シマ リス の

体 が天 井 に直 接 触 れ る こ とは な い。 体 の 下 に敷 か

れ る厚 い枯 葉 層 の枯 葉 は 、 天 井 の 枯 葉 に比 べ て小

さめ で あ っ た。 枯 葉 層 の 中 に ト ンネ ル は つ く られ

て い な か っ た。 シマ リ ス は枯 葉 に 包 ま れ た状 態 で

冬 眠 す る。

巣 室 内 は 湿 め っ て い な か っ た 。貯 蔵 され た 木 の

実 や草 の種 子(主 に ドン グ リ、 サ ク ラ ・ハ リギ リ

の 種 子)は 生 きて お り、 既 に発 芽 して い るの も あ

っ た。 巣 室 内 に フ ンは 全 く見 当 ら な か っ た 。

放 棄 され た 冬 眠巣Nd3～17と 、Nα18は 夏 に掘 っ

た が、 貯 蔵 食 物 は な く、 食 べ た後 の 種 子 の殻 と粉

々 に な っ た枯 葉 が巣 室 の%を 埋 め て い た。 天 井 は

砂 が む きだ しで あ っ た。Nα16～18の 巣 室 は 出産 ・

子 育 て の居 室 と して使 わ れ た 。 出産 前 に メ ス は 多

量 の枯 葉 を出 産 す る地 下 巣 へ 運 ぶ の が観 察 され た 。

冬 眠 用 の巣 室 が位 置 す る深 さは 多様 で あ っ た 。

NQ1～17の 巣 で は 、 天 井 が 深 さ38～85cm、 底 は64

～107cmに あ った。調 査 地 は海 岸 林 で あ るため 、 厚

い 砂 の 層 の上 に火 山 灰 や腐 葉 土 が層 を なす 。 注 目

す べ きは、 巣 室 は す べ て粘 質 土 壌 層 の 直 下 の砂 の

層 につ く られ て いた ことである(NQl1、16は 天 井 部

分 が3cmほ ど粘 質土 壌 層 をけ ず っ て い た)。冬 眠 巣

と して 使 用 され ず 、 出 産 ・子 育 て に使 わ れたNα18

だ け は 、 巣 室 の深 さ は浅 く、 茶 褐 色 の粘 質 土 壌 層

中 につ く られ て い た(天 井 が深 さ24cm、 底 は41cm

表3.NQ16とNα17の 巣 におけ る各 土:壌層 の 区 分

と 、巣 室 の 位 置 す る深 さ。

矢 印 は巣 室 の 天 井 と底 の 深 さ を示 す 。

層序 色 調 土 質 深 さcm

No.16No.17

1 黒 褐 色 腐 植 土

H 灰 白 色 微粒火山灰

皿 黒 色 腐 植 土

IV オ レンジ色 粗粒火山灰

V 黒 色 腐 植 土

5

10

16

24

30

43.6

47↑

巣室

↓
63.6

7

16

25

37

4242

↑

巣室

↓

67

'VI
茶 褐 色 粘 質 土

MI 暗 褐 色 砂

vm 黄 褐 色 〃

D( 灰 褐 色 〃

に位 置)。

調 査 地 の 土 壌 層 は9層 に分 類 され る(米 村 ・金

盛 、1973)。 各 層 は場 所 に よ っ て 厚 さ が異 な る が、

Nσ16、17の 各 層 の 厚 さ を表3に 示 す 。 冬 眠H期 に

地 表 と巣 室 を結 ぶ 主 トンネ ル をつ め る土 は 、 砂 の

層 か ら運 ば れ る。 その た め 、 トン ネ ルの 痕 跡 は 黄

色 をな し、 周 辺 の黒 色 の 土 と区 別 で きた。 冬 眠終

了時 に地 表 へ の トン ネ ル を掘 っ た 際 に で る黒 色 の

土 は 、砂 の 層 の 中 に掘 ら れ た副 トン ネ ル を埋 め て

いた 。

〔地 下 巣 の 再 利 用 〕

発 掘 され た18巣 の う ち10巣 は 、巣 室 底 に古 い ゴ

ミが認 められ 、巣 室 が ふた 冬 以 上 に わたって冬 眠 巣

と して使 用 さ れ た こ と を証 拠 づ け る。例 え ばNσ13

は 、1976年 に メ ス が冬 眠 に使 い(図1、 出 入 り口

C)、 春 の 穴(B)を1978年 に オ ス が秋 の 出 入 り 口

と し て使 い 、 冬 眠 した。 この オ ス は冬 眠終 了時 に

新 しく別 の穴(A)か ら出 て きた。巣 室 は ふ た冬 と

も同 じも の が使 わ れ た 。しか し、古 い巣 室 が埋 め ら

れ て 、 新 し く巣 室 がつ く り な お さ れ た例(NQ2、

6、16)も あ っ た。

巣 室 を継 続 して 使 用 して も、 毎 春 、地 表 へ の主

トン ネ ル をつ く りな お す し、 主.ト ンネ ル を足 が か

り に新 しい巣 室 を掘 り、排 出 され た土 を古 い巣 室

一一48一 一



や 袋 小 路 につ め込 む こ と も あ る。 調 査 期 間 を通 じ

て 、 全 く新 し く地 下 巣 を掘 る例 は 観 察 され な か っ

た し、 その 痕 跡 も み つ か らな か っ た。

冬 眠 に使 わ れ た地 下巣 は 、 夏 まで に大 部 分 が放

棄 され た 。 翌 冬 の冬 眠 巣 と して 別 の 地 下 巣 が選 ば

れ るが 、 翌 冬 も同 一 個 体 が同 じ地 下 巣 を使 っ たの

は5%(の べ99巣 の う ち5巣)で 、す べ て メ ス(4

個 体)で あ っ た。 出 産 ・子 育 て に使 わ れ た地 下 巣

も、 生 後35口 目頃 か ら子 供 が地 ■h活動 をは じめ る

と放 棄 され た。 使 用 され て い た地 下 巣 が放 棄 され

た そ の 年 に、 別 の個 体 に よ っ て 再 び冬 眠 巣 と して

使 われ る再 利 用 率 は平 均8%(N-200)、 各 年 で は

0～16%、N-33～44)で あ っ た 。数 年 前 に放 棄 さ

れ た巣 の 再 利 用 もみ ら れ た。1978年 の冬 眠巣40個

の うち7巣(17.5%)は 、1～4年 前 の 冬 眠 巣 の

再 利 用 で あ っ た。

秋 に決 め た 冬 眠 巣 の持 ち主 が消 失 した2巣 に は、

ま だ 冬 眠 巣 を決 め て い な か った 個 体 がす ぐに 入 り

込 ん だ。

放 棄 さ れ た巣 の 出 入 り口 は 、 ゴ ミや土 や 落 葉 で

自然 に埋 ま っ た り、 シマ リス 自身 に よ っ て も隠 さ

れ た 。1978年7月10日 の 観 察 例 は 次 の 様 で あ っ た。

8:38、 メ ス が前 日 夕方 ま で子 供 と と も に一 時 的

に使 用 した巣 の 出 入 りロ へ や っ て きた(前 日の 夕

方 か 、 この 日 の早 朝 に この 巣 は 放 棄 され た)。メ ス

は まず 出 入 り[の にお い をか い で か ら、 出 入 り口

の20cm四 方 か ら枯 葉 を手 で 引 き よせ 、 出 入 り口 に

つ め た 。8:39、 既 に穴 は み え な くな っ た が、 さ

ら に枯 葉 を引 きよ せ た 。 合 計1.5分 の 作 業 の 後 に

ゆ っ く り去 っ た。 この 作 業 中 は 、 時 々 あ た り を見

回 し、様 子 を うか が っ た 。 出 入 り口 の穴 の 中 に、

約2×3cmの 湿 め っ た枯 葉 を約10枚 つ め て あ り、

出 入 り口 の 上 に乾 い た 大 きな枯 葉(ミ ズ ナ ラの 葉

3枚 、 エ ゾ イ タ ヤ1枚)と ブ ドウの ッ ル1本 をの

せ て い た 。 出 入 り口 の カ ム フ ラー ジ ュ は完 全 で 、

目 印 が な か っ た らみ つ け だ せ な か っ た だ ろ う。

出 入 り口 を隠 す 行 動 は7回(2オ ス 、3メ ス)

観 察 され た。 他 個 体 が 使 用 中 の巣 か放 棄 後 ま も な

い 巣 と、自 分 が 放 棄 した巣 を対 象 と し、 自 分 や

自分 の子 供 が使 用 中 の 出 入 り口 は 隠 さな い 。 この

行 動 は 、 ほ ほ袋 の 食物 を分 散 貯 蔵 と して地 表 に埋

め た後 にみ ら れ る行 動 と大 変 良 く似 る(Kawami-

chi,!980)。 ど ち らの 行 動 も財 産 を隠 す点 が共 通

す る 。

2〕 樹 洞 巣

林 の 中 に数 多 く あ る樹 洞 の う ち、 夜 に泊 っ た か 、

食 物 を運 ん だ場 合 を樹 洞 巣 とみ な した。 樹 洞 巣 は

合 計29個(28本 の 木)み っ け られ た 。 内 訳 は キ ツ

ツ キ の穴 が18巣 、 自然 に出 来 た割 れ 目 や空 洞 が11

巣 で あ った 。 出 入 り口 の 地 上 高 は98～1000cm(平

均412cm、N-7)で あ っ た 。 出 入 り口 の 数 は1

～3個 あ り、1個23巣 、2個4巣 、3個2巣 で あ

っ た。 樹 洞 の あ っ た樹 種 は ミズ ナ ラ が最 も 多 く、

他 に エ ゾ イ タヤ 、 ハ ル ニ レ、 オ オ ヤ マ ザ ク ラ 、 ヤ

チ ダモ で あ っ た 。 同 じ樹 洞 は 、 異 な っ た 年 や 、異

な っ た時 期 、異 な った 個 体 に よ っ て 、 繰 り返 し使

わ れ た 。 最 高7回 使 わ れ た樹 洞 も あ っ た 。樹 洞 は

冬 眠 巣 に使 わ れ ず 、 使 用 期 間 は4月 下 旬 ～11月 中

旬 で あっ た 。 北 海 道 の 森 林 限 界 を越 え た 生 息 地 で

は 、 シマ リス は樹 洞 を利 用 で き な いの で 、樹 洞 巣

が シマ リ ス の生 息 に とって必 要 不 可 欠 で は ない。

シマ リ スの 使 っ た樹 洞 は 、 シロ ハ ラ ゴ ジ ュ ウ カ

ラ 、 シ ジ ュ ウ カ ラ、 ニ ュ ウ ナ イ ス ズ メ の 繁 殖 巣 と

して 、 また エ ゾ リ ス、 エ ゾ モ モ ン ガ も利 用 した。

3〕 シマ リスの巣利用 と巣の役割

巣は避難場所、休憩場所、夜の泊 り場、出産 ・

子育ての場 、食物貯蔵庫、冬眠場所としての役割

をもつ。冬眠巣決定後から翌年に冬眠巣 を放棄す

るまでの問は、同一の地下巣 を利用 したが、冬眠

巣放棄後、成オスや子供の巣 に泊らなくなった母

メスや独立後の子供た ちは、数 日から数週間単位

で点々と巣の場所 を変え、樹洞や地下巣 を使った。

1)避 難場所:樹 洞はしばしば避難場所 として

使われる。成体のシマ リスは危険を感 じると、近

くに自分の地下巣 があっても、そこへ逃げ込まな

い。 シマ リスは走 り去 るか、木の幹に2mほ ど登

り、幹 には りついた姿勢で静止するか、樹洞が近

くにあればそこへ飛び込む(必 ず しも樹洞巣 とし

て使われたものではない)。親から独立 していない

か、独立後まもない子供たちは、驚かされると自

分たちの地下巣へ飛び込む。 しかし、他個体の地

下巣へは入 らない。

地下巣 が避難場所として使 われない理由に、地

下巣の出入 り口は1個 しかないので、イイズナや

ヘ ビに追跡 されると逃 げ場 を失 うことや、地下巣
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が みつ け だ さ れ る と、掘 り返 され た り、待 ちぶ せ

され る こ と が考 え られ る。

2)休 憩場 所:日 中 の 休 憩 場 所 として、地 下 巣 ・

樹 洞 巣 と も に利 用 さ れ る。

3)夜 の 泊 り場:地 下 巣 、樹 洞巣 と も利 用 さ れ

る。 シマ リ ス は完 全 な 昼 行 性 で 、 日の 出以 降 に巣

外 へ 出 て、日没 前 に帰 巣 す る。 その た め 、出巣 一 帰

巣 時 刻 は 日の 出 ・日の 入 り時 刻 の 変 化 に 影響 を受

け、 また個 体 ・性 ・年 令 に よ り差 が あ る。 出巣 一

帰 巣 時 刻 の 季 節 変 化 を図3に 示 す 。4月 と5月 前

半 は 交尾 期 で 、 オ ス は朝 早 く出巣 し、 夕方 遅 く ま

で 巣 に帰 ら な い。 メ ス は遅 め に出巣 し、早 く帰巣

す る。5月 後 半 か らオ ス も メ ス もほ ぼ 同 じ出巣 一

帰 巣 時 刻 に な る。6月 以 降 は 日の 出 ・日の 入 りの

時 刻 変化 に伴 な い 、 出巣 一 帰 巣 時 刻 が 変化 す る。

4)食 物 貯 蔵:食 物 は ほ ほ 袋 につ め て運 ば れ 、

地 表 に浅 く埋 め られ る(分 散 貯 蔵)が 、巣 へ運 ば

れ る(巣 内貯 蔵)。巣 内貯 蔵 は785回 が地 下 巣 へ 、

36回 が樹 洞 巣 へ 運 ば れ た(母 親 が子 供 の巣 へ 食 物

を運 ん だ 回 数 は除 く。Kawamichi、1980参 照)。

5)出 産 ・子 育 て:出 産 は 必 ず 地 下 巣 で 行 な わ

れ た。3～6匹 の子 供 は 閉 眼 ・裸 で 生 まれ る。 出

産 巣30個 の う ち16個 は 、 自分 の 冬 眠 巣 が継 続 して

利 用 され た 。 生 後35日 目頃 か ら子 供 が地 上 活 動 を

時 刻
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は じめ る と 、母 親 は 子 供 を連 れ て 他 の 巣(樹 洞 巣 ・

地 下 巣)へ 移 動 した 。 移 動 は何 回 も行 な われ 、 最

高6回 み ら れ た(川 道 ・川 道 、1980)。 移 動 先 の 地

下 巣 は 、母 親 の ホ ー ム レ ンジ と重 複 す る他 個 体 が

冬 眠 か ら春 先 ま で使 っ て い た巣 で あ っ た。 引 っ越

し先 と して 使 わ れ た地 下 巣 は9個(6オ ス ・3メ

ス)、樹 洞 巣 は12個(18例)観 察 され た 。

6)冬 眠:地 下 巣 で の 冬 眠 口数 は 、オ ス は165～

219日 、メ ス は172～233日 で あ る(川 道 、1978)。巣

室 と短 い ト ンネ ル の空 間 が 全生 活 空 間 とな る。 巣

室 に貯 え ら れ た 食物 が、 冬 眠 期 間 中 に食 べ つ く さ

れ る か ど うか は不 明 で'ある。
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図3.出 巣 一帰 巣 時 刻 の 季 節 変 化

11時 以 前 は朝 起 きて巣 を出 た時 刻 。14時 以 降

は 帰 巣 時 刻 。休 憩 、 食 物 搬 入 の た め の 出 巣 ・帰

巣 と、 独 立 前 の 子 供 の 出巣 ・帰 巣 は 除 く。 ▲ は

オ ス 、○ は メ ス(川 道 、(1983)よ り引 用)

考 察

シ マ リ ス(EπZα 伽 α5属 、Tα加 α5属)の 地 下 巣

は、 幾 つ か報 告 され て い る。 シベ リ ア ・朝 鮮 ・日

本 に分 布 す る シマ リ ス は本 種1種 だ け で あ る。 北

ア メ リ カ西 半 分 に22種 のE掘 α伽 α5属 が 分 布 し、

北 ア メ リ カ東 半 分 にTα 禰 αε属1種 が分 布 す る。

シ ベ リ ア に生 息 す る本 種 で は 西 と東 で地 下 巣 の

構 造 が異 な る。 西 シベ リア に住 む もの は 、著 者 ら

の 調 査 結 果 と同 じで 、 単 純 な トン ネ ル と1つ の 巣

室 しか な い(Telegin、1980)。 東 シベ リア で は 上 下

に2つ の巣 室 が あ り、 トンネ ル で つ な が る。 上 が

居 室 、下 が貯 蔵 庫 で あ る(Snigirevskaya、1962)。

Ognev(1940)も1巣 室 と2巣 室 の2つ の タ イ プの

巣 を報 告 して い る。 北 海 道 の釧 路 近 郊 で 、2つ の

巣 室 を もつ2例 が報 告 され て い る(永 田 、1955)。

地 表 か ら1つ め の 食物 貯 蔵 庫 を通 り抜 け て 、次 の

居 室 兼 食 物 貯 蔵 庫 が っ き当 り に あ る。2つ の巣 室

は ヒ ョ ウ タ ン形 に連 な る。 こ の よ うに同 種 内 で 地

下 巣 の 形 状 に差 が み られ る が 、地 域 個 体 群 の もつ

遺 伝 的 な差 な の か、 地 域 の 気 候 や 土:壌の性 質 に よ

る差 な の か 、個 体 差 なの か 、 今後 の 研 究 課 題 と し

て解 明 さ れ ね ば な ら な い。

北 ア メ リカのE刎 αηπα5属 の シマ リス は4種(.E.

伽 η疏 初5,E.Zo槻sθ η痂 ご,E.α 観oeη 初3,E.

畑 ブごcαπ伽5)の 地 下 巣 が調 べ られ て い る(Broad-

books,1958、1974)。 基 本 的 な構 造 は著 者 らの 調 査

結 果 と同 じで あ る。1個 の巣 室 が ほ ぼ球 形 を して

い る点 と、 巣 材 と して は枯 葉 が 少 な く、枯 草 を多

く使 い 、 他 に ア ザ ミ種 子 の綿 毛 や ユ キ ウ サ ギ の 毛

を使 う点 が 、 ア ジ アのE.ε 翫 γごc粥 と異 な る。地
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下 巣 の構i造 が季 節 に よ り変 わ る こ と は指 摘 さ れ て

い な い。

別属 の 丁 討頁硯 鰐 の 巣 は 非 常 に簡 単 か、複 雑 か

の ど ち ら か で あ る。Allen(1938)の 報 告 の み が

E磁 伽 α5属 に似 た構造 をもつ。発 掘 された巣 の64

%は 簡単 な構 造 で 、1本 の トン ネ ル が 、掘 り か け

の ま ま捨 て ら れ た よ うな状 態 で あ る。 トン ネ ルの

先 端 が 少 しふ く らん で い る こ と も あ る(Panuska

&Wade,1956とThomas,1974よ り計 算)。複 雑

な方 の巣 は 、1個 の 出 入 り[の 他 に、 土 や枯 葉 で

軽 くふ さが れ た出 入 り[が 多数 あ る。 居 室 は1個

で 、 多数 の 食 物 貯 蔵 庫 を持 つ 。 各 部 屋 か ら2～5

本 の トン ネ ルが 出 て 互 い に連 絡 した 網 目状 の構 造

が 、深 さ25～100cmに つ く ら れ て い る。

複 雑 な巣 を もつT3Zγ 観 郡 は 、 巣 に対 す る執

着 が強 く、継 続 して何 年 も使 う。単 純 な構造 の巣

の 方 は 、避 難場 所 と して 使 わ れ た り、 分 散 後 の 子

供 が使 う(Thomas、1974)。 複 雑 な巣 の 持 ち主 が い

な くな る と、 す ぐに他 個 体 が使 う(Elliott、1978)。

巣 に対 す る執 着 と継 続 使 用 の 点 が本 研 究 の エ ゾ シ

マ リス と大 き く異 な る。 多 くの貯 蔵 庫 に貯 蔵 され

る 食物 量 が 多 いの で 、巣 へ の 執 着 が 強 い の か も し

れ な い。

丁 説 γ醜 媚 は 、 巣 を中 心 と した 単 独 な わ ば り

(1匹 で な わ ば り を防 衛)を も つ(Elliott、1978)。

一 方
、エ ゾ シマ リス は 、 は っ き り した な わ ば りは

認 め られ ない(川 道 ・川 道 、1983)。 単 独 な わ ば り

を もつ こ と が、 毎 年 同 じ巣 を使 い 、 よ り複 雑 な構

造 に 変化 す る こ と と結 び つ い て い る よ うに 見 え る。

一 方
、 な わば りを も た な いエ ゾ シマ リス は 、 毎 年

巣 を放 棄 し、巣 構造 は単 純 な ま まで あ る。

面 自 い こ と に、 な わ ば り を もつT㌦ 調 γ∫α如5の

方 が 、 エ サ ど ろ ぼ うの被 害 を多 く受 け る。 エ サ 盗

み 専 門 の個 体 も い る とい う。40時 間 の 観 察 の 間 に

2匹 の オ ス が繰 り返 し、1個 の巣 に侵 入 した(Sha-

ffer、1980)。 エ ゾ シマ リス で は5,154時 間 の観 察 で

7例 しか 目撃 され て い な い(Kawamichi、1980)。

単 独 な わば りを も ちな が らエ サ盗 み の 被 害 を受 け

る の は 、ア メ リ カ ナ キ ウ サ ギ で も観察 され る(Ka-

wamichi、1976)。 シマ リ スの2つ の属 は 、巣 構 造

とそ の利 用 法 が か な り異 な っ て お り、 そ れ ら が社

会 構 造 と並 行 して い る こ と に注 目す べ きで あ る。

おわ りに、本調査 を行なうにあたって、金盛典

夫氏や他の知床博物館の方々、斜里町役場の森信

也氏 をは じめとして、多くの方々の御協 力をいた

だいた。小林敬、松田美砂子の両氏には、巣の位

置の測量や樹洞高の測定を手伝っていただいた。

山崎徳治、山崎章、大込修、山崎登、山崎操の各

氏には、地下巣の発掘 を手伝っていただいた。厚
ヨ

くお礼申 し上げます。斜里町滞在中は山崎徳治氏

とその御家族に御協力いただいたことを感謝いた

します。

本研究 をまとめるにあた り、昭和58年 度文部省

科学研究費補助金(特 定研究 「生物の適応戦略 と

社会構造」)を うけた。
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